
令和3年度　施政方針

4広報にしはら No.590 R3.4.15 広報にしはら No.590 R3.4.1

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。今
後
と
も
、

衛
生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（6） 

生
涯
学
習
の
振
興

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
だ
れ
も

が
、自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
び
、

地
域
社
会
の
中
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
更
な
る
学
習

機
会
の
充
実
や
情
報
提
供
体
制
な
ど
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
図
書
館
空
調
整

備
事
業
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
す

べ
て
の
利
用
者
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
、
町
民
の
自
己
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
「
広
報
に
し
は
ら
」

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積

極
的
に
提
供
し
ま
す
。

（7） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に

応
え
る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
広
く

町
民
に
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の

場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担

う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本

町
の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向

け
て
関
係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（8） 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（9） 

文
化
事
業
の
推
進

　

伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

内
間
御
殿
は
、
整
備
計
画
に
も
と
づ
き

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年

次
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間

御
殿
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

（10） 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
・
芸

術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
主
体
的
・

創
造
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
施
設
管

理
や
基
盤
強
化
を
図
り
、
町
内
・
町
外
を

問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営
に
努
め
ま

す
。

（11） 

国
際
交
流
事
業
の
推
進

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業

と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
か
ら
受
け
入
れ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
移
民
の

歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

３　
「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育

の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（2） 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　

町
民
の
身
体
、
生
命
及
び
財
産
を
災
害

等
か
ら
守
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の

更
新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
、
備

蓄
品
等
の
計
画
的
な
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
消
防
拠
点
と
し
て
東
部
消

防
組
合
の
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（3） 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
「
循
環
型
社
会
」
の
形
成
に
向
け
、
町

の
ご
み
処
理
及
び
生
活
排
水
処
理
に
関
す

る
基
本
方
針
を
定
め
た
「
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
物
の
処
理
を
効
率
的
に
行

う
た
め
、
町
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

補
助
金
（
生
ご
み
処
理
容
器
等
）
に
よ
り

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（4） 

上
水
道
事
業
の
充
実

　

地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
棚
原
地
内
老
朽
管
更

新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（5） 

下
水
道
事
業
の
推
進

　

汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
に
向
け
て
使
用
料

改
定
を
検
討
し
ま
す
。

　

雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

４　
「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て

（1） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
町
民

の
健
康
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

国
、
県
と
連
携
し
情
報
収
集
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
接
種
体
制

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（2） 

成
人
保
健
事
業
の
推
進

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
「
に
し
は
ら
健
康
21
（
第
２
次
）」

を
推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
自
治
会
及
び
個
人
へ
の
報
奨
に
よ

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
、
町
民
の
健
康
増
進
の
意
識
高
揚
を

図
り
ま
す
。

（3） 

医
療
保
険
事
業
の
推
進

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
各
種

の
保
健
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医

療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、「
西
原
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
解
消
計

画
（
第
二
次
改
定
）」
に
基
づ
き
令
和
４

年
度
予
定
の
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

に
向
け
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
改
定
内

容
に
つ
い
て
国
保
加
入
者
へ
の
理
解
、
周

知
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（4） 

母
子
保
健
事
業
の
推
進

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
や

乳
幼
児
の
健
診
、
予
防
接
種
、
親
子
通
園

事
業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保

持
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談

や
発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

（5） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　

令
和
２
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
期

西
原
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
ゆ
い
ま
ー
る
に
し
は
ら
わ
ら
び
プ
ラ
ン

２
０
２
０
）」
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
児

童
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
保
育
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
確
保
に
向
け
た

「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
」
及
び
「
保

育
士
試
験
受
験
者
支
援
事
業
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
に

あ
る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
適
切
な
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
と
な
る
通
院

時
に
か
か
る
費
用
の
助
成
対
象
年
齢
拡
大

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

（6） 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成

し
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推
進

体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
策

定
す
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（7） 

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
国
の
介

護
保
険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直

し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
第
８
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
（
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン

２
０
２
１
）」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

本
町
に
適
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、「
給
付

の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」を
め
ざ
し
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（8） 

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
・
第
６
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
２
０
２
１
）」

に
基
づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。


